
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】装置の重量が重くなることなく、液晶パネルの

端部の温度上昇を防止して、表示斑の発生を防止するこ

とができる液晶表示装置を提供する。

【解決手段】少なくともリアフレーム１と、該リアフレ

ームの上に設けられる反射板２、バックライトユニット

３および液晶表示素子５と、当該反射板２、バックライ

トユニット３および液晶表示素子５を上から挟むように

締結手段により前記リアフレーム１と締結される金属製

フロントフレーム６を備える液晶表示装置。前記バック

ライトユニット４の冷陰極管７の近傍から前記リアフレ

ーム１の底部の中央部にいたる領域に熱拡散板１１が設

けられている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も リ ア フ レ ー ム と 、 該 リ ア フ レ ー ム の 上 に 設 け ら れ る 反 射 板 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト お よ び 液 晶 表 示 素 子 と 、 当 該 反 射 板 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 素 子 を 上
か ら 挟 む よ う に 締 結 手 段 に よ り 前 記 リ ア フ レ ー ム と 締 結 さ れ る フ ロ ン ト フ レ ー ム を 備 え る
液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の 冷 陰 極 管 の 近 傍 か ら 前 記 リ ア フ レ ー ム の 底 部 の 中 央 部 に い た
る 領 域 に 熱 拡 散 板 が 設 け ら れ て な る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 熱 拡 散 板 が 、 長 方 形 状 を 呈 し て い る と と も に 、 前 記 冷 陰 極 管 の 軸 に 沿 っ た 前 記 リ ア フ
レ ー ム の 側 部 の 外 面 か ら 該 リ ア フ レ ー ム の 底 部 の 背 面 の 中 央 部 ま で 延 設 さ れ て な る 請 求 項
１ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 熱 拡 散 板 が 、 略 台 形 形 状 を 呈 し て お り 、 該 熱 拡 散 板 の 短 辺 が 前 記 冷 陰 極 管 の 軸 に 沿 っ
た 前 記 リ ア フ レ ー ム の 側 部 の 外 面 側 に 配 置 さ れ 、 該 熱 拡 散 板 の 長 辺 が 前 記 短 辺 と ほ ぼ 平 行
に 当 該 リ ア フ レ ー ム の 底 部 の 背 面 の 中 央 部 に 配 置 さ れ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 熱 拡 散 板 が 銅 で 作 製 さ れ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 液 晶 パ ネ ル の 端 部 の 温 度 上 昇 を 防 止
し て 、 帯 状 の 白 色 部 分 （ す な わ ち 、 表 示 斑 )の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と し て 、 リ ア フ レ ー ム の 上 に 反 射 板 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト （ 冷 陰
極 管 、 リ フ レ ク タ 、 導 光 板 、 お よ び 拡 散 板 ） 、 中 間 フ レ ー ム お よ び 液 晶 パ ネ ル が 置 か れ て
お り 、 フ ロ ン ト フ レ ー ム を 前 記 リ ア フ レ ー ム の 側 面 で か み 合 い 締 結 さ せ る こ と に よ り 構 成
さ れ る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 冷 陰 極 管 で 発 生 し た 熱 は 、 主 に リ ア フ レ ー ム 全 体 か ら
周 囲 空 気 へ 放 熱 さ れ る が 、 一 部 の 熱 は 液 晶 パ ネ ル に 伝 わ り 、 こ の 液 晶 パ ネ ル の 端 部 が 加 熱
さ れ 高 温 に な る と 、 帯 状 の 白 色 部 分 （ 表 示 斑 )が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か か る 熱 拡 散 を 防 止 す る 技 術 と し て 、 た と え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 で
は 、 前 記 リ ア フ レ ー ム に 相 当 す る バ ッ ク ラ イ ト ア セ ン ブ リ の 収 納 容 器 と 該 収 納 容 器 に 装 着
さ れ る イ ン バ ー タ （ 回 路 基 板 ） と の あ い だ に 金 属 と 合 成 樹 脂 か ら な る 積 層 板 を 介 在 さ せ る
よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 該 イ ン バ ー タ （ 回 路 基 板 ） か ら の 熱 を 遮 断 し て バ ッ ク ラ イ
ト ア セ ン ブ リ の 反 射 板 に 熱 が 伝 わ る の を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ０ ８ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 表 示 斑 の 発 生 を な く す た め に は 、 冷 陰 極 管 か ら の 熱 を よ り 多 く リ ア フ レ
ー ム 側 に 伝 え る 必 要 が あ る に も か か わ ら ず 、 前 記 特 許 文 献 １ 記 載 の 装 置 で は 、 積 層 板 に よ
り 熱 が 伝 わ り に く い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 一 方 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 伝 わ る 熱 を リ ア フ レ ー ム や フ ロ ン ト フ レ ー ム へ 伝 導 し や す く し
て 液 晶 パ ネ ル の 端 部 の 温 度 上 昇 を 抑 え 、 表 示 斑 の 発 生 を な く す 方 法 と し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム
な ど か ら 製 作 さ れ る リ ア フ レ ー ム の 板 厚 を 大 き く し て 、 リ ア フ レ ー ム の 冷 陰 極 管 の 設 置 位
置 か ら 中 央 部 に い た る 熱 抵 抗 を 小 さ く す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ の 方 法 で
は 、 リ ア フ レ ー ム の 全 板 厚 分 に よ り 製 造 コ ス ト が 高 く な る と と も に 装 置 の 重 量 が 重 く な る
こ と に つ な が る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 叙 上 の 事 情 に 鑑 み 、 装 置 の 製 造 コ ス ト お よ び 重 量 の 増 大 を 生 じ る こ と な く 、
液 晶 パ ネ ル の 端 部 の 温 度 上 昇 を 防 止 し て 、 表 示 斑 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 液 晶 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 少 な く と も リ ア フ レ ー ム と 、 該 リ ア フ レ ー ム の 上 に 設 け ら れ
る 反 射 板 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 素 子 と 、 当 該 反 射 板 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト お よ び 液 晶 表 示 素 子 を 上 か ら 挟 む よ う に 締 結 手 段 に よ り 前 記 リ ア フ レ ー ム と 締 結 さ れ
る フ ロ ン ト フ レ ー ム を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の 冷 陰 極 管 の 近 傍 か ら 前 記 リ ア フ レ ー ム の 底 部 の 中 央 部 に い た
る 領 域 に 熱 拡 散 板 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 温 度 勾 配 が 最 も 大 き く な る リ ア フ レ ー ム の 冷 陰 極 管 部 付 近 に 熱 拡 散 板
（ た と え ば ア ル ミ ニ ウ ム 板 な ど の 熱 伝 導 率 が 大 き い 材 料 ） を 貼 り 付 け る よ う に し て い る た
め 、 冷 陰 極 管 か ら の 熱 が 効 率 よ く リ ア フ レ ー ム の 中 央 部 に 伝 え ら れ 、 液 晶 パ ネ ル の 端 部 の
温 度 上 昇 を 防 止 し て 、 表 示 斑 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 熱 拡 散 板 は 、 冷
陰 極 管 の 近 傍 か ら リ ア フ レ ー ム の 底 部 の 中 央 部 に い た る 領 域 に 部 分 的 に 貼 り 付 け ら れ て い
る た め 、 放 熱 板 を 板 厚 を 厚 く す る 場 合 と 比 較 し て 装 置 重 量 の 増 加 が 少 な く 、 実 用 上 問 題 が
な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 １
　 図 １ ～ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 底 部 と
側 部 を 有 す る 金 属 製 の リ ア フ レ ー ム １ と 、 そ の 上 に 設 け ら れ る 反 射 板 ２ 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ
ニ ッ ト ３ 、 中 間 フ レ ー ム ４ お よ び 液 晶 表 示 素 子 ５ と 、 当 該 反 射 板 ２ 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ
ト ３ 、 中 間 フ レ ー ム ４ お よ び 液 晶 表 示 素 子 ５ を 上 か ら 挟 む よ う に 締 結 手 段 、 た と え ば 切 欠
き と フ ッ ク と の 係 合 に よ り 前 記 リ ア フ レ ー ム １ と 締 結 さ れ る フ ロ ン ト フ レ ー ム ６ か ら 構 成
さ れ て い る 。 こ の フ ロ ン ト フ レ ー ム ６ は 、 金 属 製 で あ り 、 上 面 に 表 示 窓 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ は 、 本 発 明 に お い て と く に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 た と
え ば 、 少 な く と も 冷 陰 極 管 ７ 、 該 冷 陰 極 管 ７ に 沿 っ て 開 口 し 、 発 光 を 照 射 す る 断 面 が ほ ぼ
コ 字 状 の リ フ レ ク タ ８ 、 な ら び に 前 記 冷 陰 極 管 ７ を 介 し て リ フ レ ク タ ８ に 対 向 配 置 さ れ 、
一 定 の 方 向 に 照 射 さ れ た 発 光 を 導 光 す る 導 光 板 ９ お よ び 拡 散 板 １ ０ か ら 構 成 さ れ る も の を
用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 液 晶 表 示 素 子 ３ も 、 本 発 明 に お い て 、 と く に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 た と え ば 液 晶 パ ネ ル ５ ａ 、 お よ び 該 液 晶 パ ネ ル ５ ａ の 前 後 両 面 に 配 設 さ れ た 偏
光 板 （ 図 示 せ ず ） な ど か ら 構 成 さ れ る も の を 用 い る こ と が で き る 。 液 晶 パ ネ ル ５ ａ は 、 一
般 的 に は 、 ２ 枚 の 透 明 基 板 、 す な わ ち 、 対 向 面 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 と な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ と い う ） お よ び 画 素 電 極 が 配 線 と と も に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 、
お よ び 対 向 面 に 対 向 電 極 が 形 成 さ れ た 対 向 基 板 を 備 え て い る 。 前 記 ２ 枚 の 基 板 の 対 向 面 に
は 液 晶 パ ネ ル ５ ａ の 液 晶 に 初 期 配 向 を も た せ る 配 向 膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 対 向 基 板 の 対 向 面

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-37814 A 2005.2.10



ま た は そ の 反 対 側 の 面 に 着 色 層 お よ び 遮 光 層 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら ２ 枚 の 基 板 が ス ペ ー サ を
介 し て 等 間 隔 に 保 持 さ れ た 状 態 で 、 液 晶 注 入 口 以 外 の 全 周 に わ た っ て シ ー ル 材 に よ っ て 貼
り 合 わ さ れ 、 こ れ ら ２ 枚 の 基 板 の あ い だ に 液 晶 を 注 入 し た の ち 、 液 晶 注 入 口 が 封 止 材 に よ
っ て 封 止 さ れ る こ と に よ り 液 晶 パ ネ ル ５ ａ が 作 製 さ れ る 。 ま た 、 液 晶 表 示 素 子 ５ を 駆 動 す
る 回 路 基 板 ５ ｂ を さ ら に 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 リ ア フ レ ー ム １ の 冷 陰 極 管 ７ の 近 傍 か ら 該 リ ア フ レ ー ム １ の 中 央 部 に い た る 温 度 勾
配 は 、 冷 陰 極 管 ７ に 近 い ほ ど 大 き い こ と を 考 え る と 、 温 度 勾 配 の 大 き な 冷 陰 極 管 ７ の 付 近
に 熱 拡 散 板 を 用 い れ ば 冷 陰 極 管 ７ の 近 傍 部 の 温 度 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 図 １ ～ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 冷 陰 極 管 ７ で 発 生 す る 熱 を 速 や
か に 吸 収 す る と と も に 、 前 記 リ ア フ レ ー ム １ の 中 央 部 側 へ 伝 え 、 周 囲 の 空 気 へ 放 熱 さ せ る
こ と に よ り 、 該 冷 陰 極 管 ７ の 近 傍 の 前 記 液 晶 パ ネ ル ５ ａ の 端 部 の 温 度 の 上 昇 を 防 止 す る た
め に 、 前 記 リ ア フ レ ー ム １ の 冷 陰 極 管 ７ の 近 傍 か ら 該 リ ア フ レ ー ム １ の 底 部 １ ａ の 中 央 部
に い た る 領 域 に 熱 伝 導 率 が 大 き い 熱 拡 散 板 １ １ を 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 該 熱 拡 散 板 １ １ と し て は 、 前 記 冷 陰 極 管 ７ の 軸 に 沿 っ た 前 記 リ ア フ レ ー ム １ の 側 部 １ ｂ
か ら 該 リ ア フ レ ー ム １ の 底 部 １ ａ の 中 央 部 に 延 び る 断 面 が Ｌ 字 状 で あ り 、 展 開 形 状 が 長 方
形 を 呈 す る 板 を 用 い る こ と が で き る 。 該 熱 拡 散 板 １ １ は 、 た と え ば リ ア フ レ ー ム １ の 外 面
（ 側 部 の 外 側 面 と 底 部 の 背 面 ） に 接 着 剤 、 た と え ば Ｄ Ｉ Ｅ Ｍ Ａ Ｔ 社 製 の Ｄ Ｍ ４ １ ３ Ｈ Ｔ （
熱 伝 導 率 １ ８ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） な ど の 高 熱 伝 導 接 着 剤 に よ り 貼 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 リ ア フ レ ー ム １ は 、 冷 陰 極 管 ７ に と っ て 放 熱 フ ィ ン の よ う な 役 割 を 有 し て お り 、 加
工 性 の よ い ア ル ミ ニ ウ ム 材 な ど で 作 製 す る こ と が で き る 。 リ ア フ レ ー ム １ の 伝 熱 量 は 、 そ
の 板 厚 に 左 右 さ れ る が 、 原 価 の 低 減 （ 製 造 コ ス ト の 低 下 ） や 軽 量 化 を 考 慮 し て 、 通 常 、 ０
． ５ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 、 と り わ け ０ ． ８ ｍ ｍ 程 度 の 板 厚 の 薄 板 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 熱 拡 散 板 １ １ と し て は 、 熱 拡 散 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 、 板 厚 は 大 き い ほ ど よ い が
、 板 厚 が 大 き い と 重 量 が 重 く な る た め 、 板 厚 が １ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 熱 伝 導 率 が 大 き い ア ル
ミ ニ ウ ム 材 料 か ら 作 製 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 発 明 に お い て は 、 熱 拡 散 板 １ １ の 材 料
は 、 と く に ア ル ミ ニ ウ ム に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 部 分 的 に 貼 り 付 け る た め 、 異 種 の 金
属 材 料 で も 可 能 で あ り 、 た と え ば ア ル ミ ニ ウ ム 材 よ り 大 き な 熱 伝 導 率 を 有 す る 銅 な ど の 材
料 を 用 い る こ と が で き る 。 熱 拡 散 板 １ １ と し て 、 か か る 銅 を 用 い る と 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 用
い る 場 合 よ り も さ ら に 熱 拡 散 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 銅 の 熱 伝 導 率 は ア ル
ミ ニ ウ ム の 熱 伝 導 率 の ２ 倍 程 度 大 き い た め 、 銅 製 の 熱 拡 散 板 は 、 １ ／ ２ の 厚 さ で 、 ２ 倍 の
厚 さ の ア ル ミ ニ ウ ム 製 拡 散 板 を 貼 っ た 場 合 と 同 等 の 熱 拡 散 の 性 能 に な り コ ン パ ク ト 化 （ 軽
量 化 ） を 実 現 す る こ と も で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ぎ に 表 示 サ イ ズ が １ ５ イ ン チ サ イ ズ の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 リ ア フ レ ー ム に 熱 拡 散
板 を 貼 り 付 け た 場 合 と 貼 り 付 け な い 場 合 （ 以 下 、 熱 拡 散 板 の 有 り 無 し と い う ） に つ い て リ
ア フ レ ー ム の 温 度 解 析 を 行 な っ た 。 こ の 解 析 モ デ ル で は 、 液 晶 表 示 装 置 の 底 部 が 、 ０ ． ８
× ３ １ ２ × ２ ５ ２ （ 厚 さ × 横 × 縦 ） ｍ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム 製 (材 質 ： Ａ １ １ ０ ０ )の リ ア フ レ
ー ム １ か ら な り 、 ３ １ ２ ｍ ｍ の 辺 に 冷 陰 極 管 ４ が 設 け ら れ て い る 。 熱 拡 散 板 と し て 、 断 面
が Ｌ 字 状 に な る よ う に 成 形 し た 、 １ ． ０ × ２ ４ ０ × ５ ５ （ 厚 さ × 横 × 縦 ） ｍ ｍ の ア ル ミ ニ
ウ ム 板 (材 質 ： Ａ １ １ ０ ０ )を 作 製 し た 。 そ し て 、 成 形 後 の 熱 拡 散 板 を 前 記 リ ア フ レ ー ム の
３ １ ２ ｍ ｍ の 縦 の 辺 の 中 央 端 に 接 着 剤 で 貼 り 付 け た 。 本 実 施 例 で は 、 リ ア フ レ ー ム の ３ １
２ ｍ ｍ の 端 部 に 冷 陰 極 管 に よ る 発 熱 量 ０ ． ０ ３ Ｗ ／ ｍ ｍ を 与 え た 。 ま た 、 リ ア フ レ ー ム の
底 部 で は 、 自 然 対 流 お よ び 放 射 熱 伝 達 (熱 伝 達 率 ： １ ０ Ｗ ／ ｍ 2 ・ Ｋ )に よ り 周 囲 空 気 (２ ５
℃ )へ 放 熱 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 リ ア フ レ ー ム １ の 下 端 か ら 中 央 ま で の 解 析 結 果 に よ る 温 度 分 布 を 図 ４ に 示 す 。 こ こ で 、
解 析 さ れ た リ ア フ レ ー ム の 寸 法 は 、 厚 さ が ０ ． ８ ｍ ｍ 、 下 端 か ら 中 央 ま で の 距 離 が １ ４ ０
ｍ ｍ で あ る 。 図 ４ で は 、 本 発 明 の 実 施 例 で あ る 熱 拡 散 板 が 有 り の 場 合 （ 曲 線 Ｉ ） と 、 比 較
例 で あ る 熱 拡 散 板 が 無 し （ 曲 線 II） の 場 合 の 両 方 に つ い て 温 度 分 布 を 示 し て お り 、 熱 拡 散
板 を 貼 る こ と に よ り リ ア フ レ ー ム １ の 端 の 温 度 、 す な わ ち 熱 拡 散 板 が 有 り （ 曲 線 Ｉ ） の 場
合 、 冷 陰 極 管 部 の 温 度 が ２ ． ７ ℃ 低 く な る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 熱 拡 散 板 の 有 無 に よ り 、 数 度 の 温 度 変 化 が 決 定 さ れ る た め 、 前 記 液 晶 パ ネ
ル ５ ａ の 表 示 端 部 に お け る 表 示 斑 の 発 生 を 防 止 す る 上 で 、 前 記 実 施 例 に お け る 温 度 降 下 量
（ ２ ． ７ ℃ ） は 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 の 形 態 ２
　 つ ぎ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 す る 。 前 記 液 晶 パ ネ ル ５ ａ の 表 示 斑 は 偏 光 板 の 特 性
上 、 パ ネ ル 端 の 中 央 が 強 調 さ れ る 。 し た が っ て 、 冷 陰 極 管 部 の 中 央 付 近 を 中 心 に 冷 却 す れ
ば 表 示 斑 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か し 、 温 度 の 低 い リ ア フ レ ー ム の 中 央 部 へ は
よ り 多 く の 熱 を 伝 達 さ せ た い た め 、 熱 拡 散 板 の 伝 導 断 面 積 は 大 き い 方 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 前 記 実 施 の 形 態 １ に お け る 長 方 形 形 状 を 呈 す る 熱 拡 散 板
１ １ で は 達 成 し 得 な か っ た 熱 拡 散 板 の 軽 量 化 お よ び 熱 拡 散 性 の 向 上 の 両 方 を 実 現 さ せ る た
め 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 熱 拡 散 板 ２ １ が 、 ほ ぼ 台 形 形 状 を 呈 し 、 当 該 熱 拡 散 板 ２ １ の
短 辺 ２ １ ａ が 前 記 冷 陰 極 管 ７ の 軸 に 沿 っ た 前 記 リ ア フ レ ー ム １ の 側 部 １ ｂ の 外 面 側 に 配 置
さ れ 、 前 記 熱 拡 散 板 ２ １ の 長 辺 ２ １ ｂ が 前 記 短 辺 ２ １ ａ と ほ ぼ 平 行 に 当 該 リ ア フ レ ー ム １
の 底 部 １ ａ の 背 面 の 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 熱 拡 散 板 ２ １ は 、 短 辺 ２ １ ａ 付 近 が
上 方 に 折 れ 曲 が り 、 断 面 が Ｌ 字 状 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 熱 拡 散 板 ２ １ が 、 リ ア フ レ ー ム １ の 中 央 部 側 に 行 く ほ ど 広 が る よ
う な 台 形 形 状 を 呈 し て い る た め 、 冷 陰 極 管 部 で 集 熱 し た 熱 を 温 度 の 低 い リ ア フ レ ー ム １ の
中 央 部 に よ り 効 率 よ く 導 く こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 冷 陰 極 管 部 の 温 度 を 低 く す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の リ フ レ ク タ お よ び 熱 拡 散 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ る 熱 拡 散 板 が 有 り の 場 合 （ 曲 線 Ｉ ） と 、 比 較 例 で あ る 熱 拡 散
板 が 無 し （ 曲 線 II） の 場 合 に つ い て の リ ア フ レ ー ム の 温 度 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か わ る リ ア フ レ ー ム お よ び 熱 拡 散 板 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 リ ア フ レ ー ム 、 １ ａ 　 底 部 、 １ ｂ 　 側 部 、 ２ 　 反 射 板 、 ３ 　 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
、 ４ 　 中 間 フ レ ー ム 、 ５ 　 液 晶 表 示 素 子 、 ５ ａ 　 液 晶 パ ネ ル 、 ５ ｂ 　 駆 動 回 路 基 板 、 ６ 　
フ ロ ン ト フ レ ー ム 、 ７ 　 冷 陰 極 管 、 ８ 　 リ フ レ ク タ 、 ９ 　 導 光 板 、 １ ０ 　 拡 散 板 、 １ １ 　
熱 拡 散 板 、 ２ １ 　 熱 拡 散 板 、 ２ １ ａ 　 短 辺 、 ２ １ ｂ 　 長 辺 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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